


「情報セキュリティ白書2024」の刊行にあたって

「情報セキュリティ白書」は、2008 年以来、サイバーセキュリティ分野における、政策や脅威の動向、

インシデントや被害の実態等をまとめ、皆様のセキュリティ対策の推進、学習・研鑽等にお役立ていた

だくという趣旨で発刊し、産業界、学界、一般の方に広く愛読されてきました。

昨今のサイバー空間の動向を振り返ってみると、新型コロナウイルスのパンデミックは収束し、経済・

社会活動の回復とともに、働き方改革、デジタル化が大きく進展し、更には生成 AI の登場により変革

の兆しが見えます。他方、2022 年 2 月に始まったロシア・ウクライナ戦争の長期化等、現下の厳しい

国際情勢下において、重要インフラの機能停止、国民の情報や知的財産の窃取、民主プロセスへの

干渉等のサイバー攻撃が顕在化し、サイバー空間が、地政学的緊張を反映した国家間の争いの場の

一部ともなってきています。今後 AI の悪用によるサイバー攻撃の激化や高度化も懸念されるところです。

国内では、ランサムウェア被害が引き続き多数発生しています。2023 年 6 月の社会保険労務士向け

クラウドサービスが被害を受けた事案や、同年 7 月の港湾コンテナターミナル内のシステム停止をもたら

した事案等が発生しました。また、国民情報や知的財産の窃取を目的としたサイバー攻撃も顕在化し、

とりわけ、ネットワーク境界の脆弱性を突いた攻撃が多数発生する等、攻撃に一層の巧妙化・高度化

が見られます。今後、人手不足解消のための自動化等、デジタルライフラインにおけるAI や IoTシス

テムの社会実装が進み、サイバーリスクが、更に増大していくことが予想されます。このようなリスクに

対処していくためには、サイバー空間を巡る、変容するリスクを国際的、経済的、地政学的側面から

把握・分析し、リスクへの予見性を高めていくこと、そして、サプライチェーンやサイバーやフィジカルが

融合した環境を前提として、システムの設計段階から脆弱性を取り除いていく、セキュア・バイ・デザイ

ンのアプローチが重要になっています。

各国においては、こうしたサイバー空間を巡る状況変化を踏まえ、セキュリティ対策の見直しが進めら

れています。国内では 2023 年 7 月に政府機関等のサイバーセキュリティ対策のための統一基準群が

全面改定、米国でも2024 年 2 月にサイバーセキュリティフレームワーク（CSF）が 10 年ぶりに大きく改訂

され、欧州では 2024 年の期限に向けて各国が NIS 指令及び EU サイバーレジリエンス法案の実装に

取り組んでいます。また、AI に関する制度化、ガイドライン等の整備、法制化も進んでいます。2023

年 12 月には G7 において広島 AI プロセス包括的政策枠組みが示されました。我が国でも、AI の安

全性に対する国際的な関心の高まりを踏まえ、AI の安全性の評価手法の検討等を行う機関として、

2024 年 2 月、IPA に AI セーフティ・インスティテュートを設置しました。

本白書は、2023 年に生じた事柄を中心に、サイバー空間における脅威や技術の動向、それに対応

する内外の政策的対応等について、包括的に記載をしています。本白書が多くの方 に々利用され、サ

イバーセキュリティに関わる最新状況の把握と、それに伴う脅威やリスクに対する備えを実践するための

一助となることを祈念します。
2024年7月

独立行政法人情報処理推進機構（IPA）

理事長
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序章

2023 年度は、国内では新型コロナウイルス感染症の
5 類移行により、停滞していた社会活動や経済活動に
活気が戻ってきた。一方で、コロナ禍を一つの契機とし
て業務のデジタル化が進み、事業の IT 依存度やシステ
ム・サービス障害による影響が大きくなった。

企業・組織等が受けたサイバー攻撃の件数や被害金
額は世界的に増加している。特に、国家の関与が疑わ
れるネットワーク貫通型の攻撃は巧妙かつ執拗で、長期
かつ広範囲に及ぶこともあるため深刻な被害を与えてい
る。例えば、「Volt Typhoon」と呼ばれる組織による攻
撃は 2021 年ごろから継続し、2023 年 5 月、2024 年 2
月には複数の国家のセキュリティ関係機関が連名で注意
喚起を行っている。また、利用者が多いシステム・サー
ビスの脆弱性への攻撃も続いている。企業向けファイル
転送ソフトウェアMOVEit Transfer の脆弱性を狙った
攻撃では、2024 年 3 月の時点で、全世界の 2,768 組
織が被害を受けたという。激化するランサムウェア攻撃
に対しては、国際協力により摘発や攻撃用ネットワークの
破壊も行われている。2024 年 2 月のランサムウェア攻撃
グループ「LockBit」の摘発では、約 10ヵ国の捜査当局
が連携した。

2023 年は、生成 AI の利用が急速に進み、悪用や
誤用による脅威やリスクが注目され始めた。具体的には
選挙等の政治的な宣伝戦、ロシア・ウクライナ戦争やイ
スラエル・ハマスの武力衝突等において生成 AI による
偽・誤情報が拡散しているとの報道が続いた。国内で
も偽・誤情報の生成・拡散の事例が確認されている。
生成 AI は真実でないコンテンツを簡単に生成できるた
め、偽・誤情報の拡散に注意することが大切である。

国内では、2023 年 6 月に社会保険労務士向けクラウ
ドサービスの事業者がランサムウェア攻撃を受け、約 1ヵ
月サービスが停止し、約 3,400 ユーザーの大半に影響
が出た。2023 年 7 月には、「LockBit」のランサムウェア
攻撃により名古屋港のコンテナターミナル内のシステムが
2日半停止し、コンテナの搬出・搬入作業に大きな影響
があった。サイバー攻撃によるシステムやサービスの停
止により、物流のような社会インフラにも影響が出ること

が再認識された。一方で、国内の個人情報漏えい、
紛失事故の発生件数、流出した個人情報数は増加傾
向にあり、過去最多となった。2023 年は内部不正によ
る大量の情報漏えいも報告され、大手通信事業者のグ
ループ企業の内部不正では、2 社で合わせて 1,500 万
件を超える顧客情報漏えいが報告された。内部不正は
組織の社会的信用を損なう恐れがあり、経営課題として
対策に取り組む必要がある。

国外のセキュリティ政策としては、2024 年 2 月、米国
NIST がサイバーセキュリティフレームワーク（CSF）2.0 版
を公開した。10 年ぶりとなる大きな改訂で、重要インフラ
にとどまらないすべての組織におけるサイバーセキュリ
ティ対策の枠組みを示すものとして注目されている。また、
2023年12月に米国は「SBOM管理のための推奨事項」
を公表した。政府調達において取引先への SBOM 整
備の義務化が進められている。欧州では、重要インフラ
に関し「NIS 指令」及び「EU サイバーレジリエンス法案」
の実装を中心に取り組んでいる。EU 加盟国は 2024 年
10 月までに、自国の規定をNIS2 指令に準拠させるよう
求められており、準備が進められている。

国内のセキュリティ政策としては「サイバーセキュリティ
2023」に基づき、対策の強化を進めている。2023 年 7
月には政府機関等のサイバーセキュリティ対策のベース
ラインとなる統一基準群の全面的な改定がされた。また、
同時に「重要インフラのサイバーセキュリティに係る安全
基準等策定指針」、更に 2024 年 3 月には「重要インフ
ラのサイバーセキュリティに係る行動計画」の改定版を公
表し、重要インフラのサイバーセキュリティ確保に向けた
取り組みを示した。

2023 年度は AI の利用拡大に伴い、AI の安全性に
関する政策面の取り組みも各国で進んだ。米国、英国、
日本等において、AI の安全性に取り組む AI セーフティ・
インスティテュートが各々設置される等、各国で短期間に
法制化やガイドラインの整備、体制強化が進んでいる。
日本は、2023 年 5 月に開催された G7 広島サミットにお
いて「広島 AI プロセス」を発表し、AI の安全な利用に
関する国際ルール作りに貢献している。
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2023年度の情報セキュリティの概況

※ �2023 年度の主な情報セキュリティインシデント・事件、及び主な情報セキュリティ政策・イベントを示している。ランサムウェア被害、標的型攻撃、
ビジネスメール詐欺、DDoS 攻撃、Web 改ざん、フィッシング等の攻撃や被害は通年で発生している。表中の数字は本白書中に掲載している項目
番号である。特に注目されたもののみを挙げた。他のインシデントや手口と対策、及び政策・イベント等については本文を参照していただきたい。

　 主な情報セキュリティインシデント・事件 　 主な情報セキュリティ政策・イベント

2023 年　4月 　 Wi-Fi ルーターで任意のコード実行を可能とする脆弱
性が公開され、Mirai の亜種による悪用も観測（3.5.1）

5月

　 自動車メーカー子会社のデータがクラウド環境の設定ミ
スにより公開されていたことを公表（3.6.2）

　 国家の支援が疑われる攻撃者グループによるゼロデイ
脆弱性を悪用した攻撃の観測を発表（1.2.2）

　 G7 広島サミットで官民が連携したサイバー攻撃対策を
推進（2.1.1、2.2.1）

　 CISAを含む各国の政府機関「Volt Typhoon」に関す
る合同のサイバーセキュリティ勧告を発表（2.2.2）

6月

　 社会保険労務士向けクラウドサービスがランサムウェ
アによる不正アクセスを受けサービス停止（1.2.1）

　 ファイル転送ソフトウェアに対するゼロデイ攻撃により
情報漏えいやランサムウェア被害が発生（1.2.5）

　 「不正競争防止法等の一部を改正する法律」成立。
ビッグデータ等を念頭にした限定提供データと、営業
秘密の一体的な情報管理が可能に（2.1.3）

7月

　 名古屋港のコンテナターミナルで利用しているシステム
がランサムウェア攻撃を受けて停止（1.2.1）

　 顧客情報約 596 万件の不正持ち出しを大手通信会社
が公表（1.2.8）

　 国家が支援する攻撃者グループによる、ネットワーク貫
通型攻撃による不正アクセスを公表（1.2.2）

　 NISC「サイバーセキュリティ2023」、「政府機関等の
サイバーセキュリティ対策のための統一基準群」改定
版、「重要インフラのサイバーセキュリティに係る安全
基準等策定指針」改定版公開（2.1.1）

8月 　 福島第一原発処理水放出に関する偽・誤情報拡散
（4.1.3）

　 総務省「ICTサイバーセキュリティ総合対策2023」公表
（2.1.4）

　 EU「デジタルサービス法（Digital Services Act）」発効
（2.2.3）

9月 　 米国フロリダ州の市が、建設業者を装ったビジネスメー
ル詐欺に遭い約 120 万ドルを送金（1.2.3）

　 警察庁、NISC、米国諸機関は中国を背景とする攻撃
グループ「BlackTech」に関する注意喚起を発出
（1.2.2、2.1.5）

10月

　 元派遣社員による顧客情報約 928 万件の不正持ち出
しを大手通信会社グループ企業が公表（1.2.8）

　 イスラエル・ハマス間の武力衝突勃発、フェイク画像
拡散（2.2.1、4.1.3）

　 経済産業省、IPA「インド太平洋地域向け日米EU産
業制御システムサイバーセキュリティウィーク」開催
（2.2.1）

　 米国、AIに関する大統領令 14110 発布（2.2.2）

11月 　 生成 AIを使用した岸田首相の偽動画拡散（3.1.2） 　 英国「AI 安全性サミット（AI Safety Summit）」開催
（2.2.1）

12月

　 総合 IT 企業、約 94 万件の個人情報を含むファイル
が閲覧可能な状態にあったと公表（1.2.8、3.6.2）

　 国際刑事警察機構、2023 年 7月から12月にかけて
34ヵ国が参加した国際的な取り締りを主導（1.2.3）

　 「広島 AIプロセス包括的政策枠組み」G7首脳承認
（2.2.1）

　 EUサイバーレジリエンス法承認（2.2.3）

　 米国「SBOM管理のための推奨事項」公表（2.2.2）

2024 年　1月

　 能登半島地震が発生、SNSで偽・誤情報拡散（3.1.2、
4.1.3）

　 台湾総統選挙に関連する偽・誤情報拡散（2.2.2、
4.1.3）

　 米国大統領選挙の予備選において、Biden 大統領の
ディープフェイク音声拡散（4.1.3）

　 デジタル庁「政府情報システムにおけるセキュリティ・
バイ・デザインガイドライン」改訂（2.1.2）

2月 　 約 10ヵ国の捜査当局、LockBit テイクダウンを実施
（2.1.5、2.2.3）

　 AISI Japan 設立（4.1.4）。USAISI 設立（2.2.2）

　 「Volt Typhoon」に関する再度の合同のサイバーセ
キュリティ勧告を発表（2.2.2）

　 NIST「サイバーセキュリティフレームワーク（CSF）2.0
版」公開（2.2.2）

3月

　 NISC「重要インフラのサイバーセキュリティに係る行動
計画」改定（2.1.1）

　 IoT 製品のセキュリティラベリング最終取りまとめ公表
（2.1.3、3.2.1、3.5.5）

　 欧州議会「AI 法」承認（2.2.3）
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